
 

船舶事故等調査報告書 

平成２５年６月２７日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１２広第９９号 

事故等種類 衝突（岸壁） 

発生日時 平成２４年５月１１日（金） ０７時２０分ごろ 

発生場所 愛媛県宇和島市本浦漁港小内浦
こ じ う ら

地区の岸壁 

宇和島市所在の本浦港小内浦防波堤灯台から真方位０７６°２５０

ｍ付近 

 （概位 北緯３３°１２.２′ 東経１３２°２２.１′） 

事故等調査の経過  平成２４年６月５日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事

務所）を指名した。  

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

旅客船 あさかぜ、４８トン 

 １３５５５２、盛運汽船株式会社 

 乗組員等に関する情報 船長、五級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 本船 右舷後部に亀裂及び曲損 

岸壁 なし 

 事故等の経過 本船は、船長ほか２人が乗り組み、旅客８人を乗せ、船橋で船長が

操舵に当たり、船首尾に１人ずつ乗組員を配置して右舷着けの予定で

本浦漁港小内浦地区の岸壁に着岸作業中、平成２４年５月１１日０７

時２０分ごろ突風の影響で本船の右舷後部が岸壁に衝突した。 

本船は、損傷及び負傷者の有無を確認したところ、航行に支障がな

く、負傷者もいなかったことから運航を続け、本浦漁港本浦地区へ向

かった。 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 北西、風力 ２、視界 良好 

海象：潮汐 上げ潮の中央期、潮高 約１３４cm 

 その他の事項 

 

本船には円柱状の防舷材が船首尾に１本ずつ備え付けられており、

本事故当時、着岸前にそれぞれを舷側にロープでぶら下げて着岸に備

えていた。 

本事故が発生した岸壁には黒色のゴム製防舷材が設置されていた。 

 船長は、本船に５年ほど前から船長として乗船しており、本事故ま

でに着岸作業に不安を感じたことはなかったが、本事故発生場所では

突風が吹くことがあることを知っており、気象海象の変化が激しい場

所であると思っていた。 

本船が就航する航路は１航海が約２時間程度であり、その間の操船

は基本的に船長が行っていた。 

 本事故当時には、宇和島市に強風及び波浪注意報が発表されていた



 

が、船長は把握していなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

あり 

本船は、本浦漁港小内浦地区の岸壁に着岸作業中、風を受けて船体

が動揺したことから、右舷後部が岸壁に衝突したものと考えられる。 

原因 本事故は、本船が、本浦漁港小内浦地区の岸壁に着岸作業中、風を

受けて船体が動揺したため、右舷後部が岸壁に衝突したことにより発

生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・出航前に気象警報及び注意報の発令状況などを確実に把握してお

くこと。 

 


